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1.まえがき

本研究では、人工磯における付着動物の多様性に及ぼす環境要因の影響を定量的に明らかにし、人工機の生息

環境の評価を行おうとした。そのため、淡輪口箱作海岸の人工磯に海面からの高さが等しい 11カ所の測点を設け、

そこでの付着動物に関する調査と同時に、水質(水温、塩分、DO、pH、COD)調査と造成素材の物性(光の反射率、

明度、表面温度、空隙率)の測定を行った。

2,解析方法と結果

磯浜の生息環境を数量的に評価するため、

まず、付着動物の多様性に影響を及ぼすと

考えられる環境要因を、水質(水温、塩分、

DO、pH、COD)と 造成素材(光の反射率、明

度、表面温度、空隙率)に関するものにそれ

ぞれ分類し、それらの影響度を各調査日にお

いて、以下の手順で算出した。

①各測点における環境要因を表-11こ示す

ように整理する。

②表T2に示すように、多様性が最も高い測

点 0の もの(基準値)でその他の測点のもの

を除し、無次元化する。

③al～aNのa。に対するバラツキを式(1)に

より算出し、これを環境要因の影響度と定義

する。

表‐1各 測点における環境要因の項目
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表-2基 準値による無次元化
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(b)造 成素材

環境要因の影響度

輸 腕 =陣
 側

図-1(a)および(b)は、付着動物の多様性に及ばす環境要因め影響度を季節ごとに示したものであり、(a)図は水質、

(b)図は造成素材に関するものである。
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